
設備用材
配管用鋼管

寸法・質量 質量：kɡ/m

スパイラル鋼管

製造寸法範囲

406.4～2,150mm
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呼び径

備考：上記以外の寸法も製造します。お問い合わせください。

配管用炭素鋼鋼管に硬質塩化ビニル管を内張りしたもので、各種の腐
食環境に良好な耐食性をもっています。配管はねじ接続によって行い
ます。住宅、ビル、工場などの給水用などに最適です。

規格・種類

注：1．ライニングに使用する硬質塩化ビニル管はJIS K 6742（水道用硬質塩化ビニル管）
と同品質のものです。

2．SGP-VAの場合、鋼管の外面は錆止め下地塗装を施しております。
3．外面の防食加工については、ご相談に応じます。
4．JWWAは日本水道協会。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

鋼 管 の 規 格

JIS G 3452配管用炭素鋼鋼管（黒管）

JIS G 3442水配管用亜鉛めっき鋼管

JIS G 3452配管用炭素鋼鋼管（黒管）
の外面に塩ビ被覆

日本水道協会規格品
（JWWA K 116）

SGP-VA

SGP-VB

SGP-VD

種 類

15A
20A
25A
32A
40A
50A
65A
80A
100A
125A
150A

鋼管

外径mm
21.7
27.2
34.0
42.7
48.6
60.5
76.3
89.1
114.3
139.8
165.2

厚さmm
2.8
2.8
3.2
3.5
3.5
3.8
4.2
4.2
4.5
4.5
5.0

塩ビ管
厚さ
mm

1.5
1.5
1.5
1.5
1.5
1.5
1.5
2.0
2.0
2.0
2.5

近似
内径
mm

13.1
18.6
24.6
32.7
38.6
49.9
64.9
76.7
101.3
126.8
150.2

質 量
ソケットを
含 ま ず
kɡ/m

1.40
1.82
2.61
3.61
4.16
5.66
7.92
9.50
13.1
16.2
21.5

サイズ

製造寸法

継手類
ねじ継手とし、管端防食継手をご使用ください。

配管用アーク溶接炭素鋼鋼管（STPY）JIS G 3457

ご注意とお願い
本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項として明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。本資
料に記載されている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。また、これらの情報は、今後予告
なしに変更される場合がありますので、最新の情報については、担当部署にお問い合せください。本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。本資料に記載
された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登録商標、あるいは、当社および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。
その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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